


 Ⅰ 調査の概要

この調査は，統計法に基づく基幹統計調査として実施するものです。

１ 調査の目的. 

この調査は，学校における幼児，児童及び生徒の発育及び健康の状態を明らかにすることを目的とし
ています。

２ 基幹統計調査. 

基幹統計調査とは，国が実施する重要な調査で，統計法により，次のように定められています。 
（１）調査票の報告を求められた者（報告義務者）は，必ず，調査票に所定の事項を入力（記入）し，

定められた方法で報告しなければなりません。報告を怠ったり，虚偽の報告をした場合には罰則
の適用を受けることがあります。

（２）この調査の実施に当たっては，特に必要がある場合には，資料の提出のお願いや関係者の方々へ
の質問を行うことがあります。

（３）調査票は原則として「統計の作成」以外には使用しません。文部科学省及び都道府県の関係職員
が調査票を一般に閲覧させることはありません。

３ 調査の範囲・対象． 

調査の範囲は，幼稚園，幼保連携型認定こども園（５歳児（令和７年４月１日現在の満年齢）），小
学校，中学校，義務教育学校，高等学校及び中等教育学校のうち，文部科学大臣があらかじめ指定する
学校（以下「調査実施校」という。）とし，１校あたりの調査対象者数は以下のとおりとします。

区 分 発 育 状 態 調 査 健 康 状 態 調 査

調査対象者数 幼 稚 園 ４４人 （５歳児男女別各２２人）
小 学 校 ９６人 （年齢別男女別各 ８人）
中 学 校 １２０人 （年齢別男女別各２０人）
高 等 学 校 ９０人 （年齢別男女別各１５人）

当該年齢の幼児，児童
及び生徒（全員）

幼稚園には幼保連携型認定こども園を，小学校には義務教育学校（第 1～6 学年）を，中学校には
義務教育学校（第 7～9 学年）及び中等教育学校の前期課程を，高等学校には中等教育学校の後期課
程をそれぞれ含みます（以下同じ。）。

なお，次に掲げる生徒は調査対象者から除きます。
（１）全日制課程及び定時制課程に在籍する満 18歳以上（令和７年４月１日現在の満年齢）の生徒
（２）通信制課程の生徒

４ 調査実施校の抽出方法. 

標本抽出は，次の方法で行っています。
（１）各都道府県の幼児，児童及び生徒（以下「児童等」という。）の数及び学校数に応じ対象学校数を

学校種別に決定します。
（２）次の①～⑤の方法で対象学校を決定します。

① 都道府県ごとに，都道府県内の学校を児童等数が大きい方から小さい方へと並び替えて，通し
番号をふる。

② 通し番号順に児童等数を累積する。
③ 累積和に従い，各層の児童等数がほぼ等しくなるように，

幼 稚 園： ４層
小 学 校： 10層
中 学 校： ６層
高等学校： ５層 に層化する。

④ 当該都道府県の割当学校数を，層の数で割り，１層当たりの割当学校数を求める。
⑤ 各層内で，調査実施校を単純無作為抽出する。
※ 各学校を規模別に層化して抽出を行うため，規模（児童等数）の大きな学校については抽出さ
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れる確率が高くなります（69，70 ページ参照）。全国及び各都道府県の推定値の精度を保つため
には，当該方法にて選定することが必要ですので，御協力くださいますようお願いします。

※ 調査対象者の抽出については，本手引の６ページに記載の方法で対象児童等を決定します。

  ５ 調査の区分及び報告義務者 

（１）学校保健安全法により４月１日から６月 30日に実施される健康診断等の結果に基づき，次の調査
を実施します。
ア 発育状態調査
イ 健康状態調査

（２）調査の報告義務者は，調査実施校の長です。

６ 調査結果の利用. 

この調査の結果は，次のように利用されます。
（１）学校保健行政上必要な法規の作成のための国会・議会等の参考資料
（２）学校保健行政施策の検討・立案のための基礎資料
（３）学校における保健管理，保健教育及び組織活動における基礎資料
（４）民間企業等における資料
（５）大学等における学術研究のための基礎資料

７ 調査結果の公表. 

この調査の結果は，文部科学省及び政府統計の総合窓口（e-Stat）のウェブページにおいて公表しま
す。

８ 本年度調査の変更点. 

なし

（参考：過去９年間の変更点）
○令和２年度調査～令和５年度調査

・新型コロナウイルス感染症に係る調査期間変更（年度間）

○令和５年度調査
・健康状態調査票の変更

調査項目「脊柱・胸郭・四肢の状態」を「脊柱の疾病・異常」「胸郭の疾病・異常」「四肢の疾
病・異常」に分割

・印刷物の報告書の廃止（Web のみでの公表）

○令和４年度調査
・回答期限の延長

・確報と速報の一元化

・学校調査番号を学校コードへ変更
・発育状態調査票の変更

調査項目「身長」「体重」の桁数を小数点第 1 位までに変更 

○平成２９年度調査～令和元年度調査
なし

○平成２８年度調査
・発育状態調査票の変更

調査項目「座高」を削除
・健康状態調査票の変更

調査項目「寄生虫卵保有」を削除
調査項目「脊柱・胸郭」を「脊柱・胸郭・四肢の状態」とし，四肢の状態を調査対象に追加
調査項目「裸眼視力（従来の方法による）」の記入欄を削除
調査項目「結核」「結核に関する検診」の記入欄の順番を変更し，「結核に関する検診」「結核」

とする
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 Ⅱ 調査票の提出について 

 
調査票は，政府統計共同利用システムのオンライン調査システム（以下「政府統計オンライン調査シ

ステム」という。）を利用して，作成・提出してください。 
なお，ネットに接続したパソコンがないなどの理由により，本システムによる提出が難しい場合は，

配布した調査票（紙）により提出してください。 
 
１ 政府統計オンライン調査システムによる調査票の作成・提出について. 

 
（１）政府統計オンライン調査システムの概要 

本システムは，調査事務の簡素化・省力化を図るため，調査票を電子化し，インターネットを利用して，
配布，入力，審査及び収集を行うシステムです。 
なお，本システムは，ID・確認コード（パスワード）による認証機能及び送受信の自動暗号化機能等に

よりセキュリティ対策を施した安全性の高いシステムです。 

 
（政府統計オンライン調査システム概要図） 

                                                                                                    
（２）政府統計オンライン調査システム利用のメリット 

① 調査事務作業の合理化   
紙の調査票への転記や郵送作業が不要であり，修正も容易です。  

② 入力漏れや誤入力の自動チェック   
 調査内容の自動審査により入力漏れや誤入力を防ぐことができます。  
③ 調査票提出後の都道府県からの確認や修正依頼の減   

システムの自動審査による入力漏れや誤入力の減等により，都道府県からの問合せや 
修正依頼が減ります。 

 
（３）政府統計オンライン調査システムによる調査票の提出方法 

政府統計オンライン調査システムによる調査票の提出は，次のとおり行います。 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６   ７

34頁

参照

37頁

参照

38頁

参照

40頁

参照

43頁

参照
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45頁
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２ 提出期日.  
 

校長又は園長は都道府県から指定された期日までに政府統計オンライン調査システムにより発育状

態調査票及び健康状態調査票をそれぞれ送信してください。 
また，配布した調査票（紙）により提出する場合は，指定された期日までに発育状態調査票及び健康

状態調査票を各１部，都道府県知事宛てに提出してください。 
 

  ３ 問合せ先.   
詳しくは裏表紙を参照してください。 
 

（１）調査内容に関すること 
 問 合 せ 先 … 調査票を配布した都道府県統計主管課 

 
（２）オンライン調査システムに関すること 

 問 合 せ 先 … オンライン調査ヘルプデスク 
連絡先については，文部科学省ホームページ（https://www.mext.go.jp/） 
（文部科学省トップページ→「白書・統計・出版物」→「統計情報」→ 
「学校保健統計調査」→「オンライン調査システム」）に掲載します。 
（４月中旬予定） 

 
 問合せ時間…土・日・祝日を除く 8:30～12:00，13:00～18:15 
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 Ⅲ 調査票の作成上の注意 
 

  １ 本校・分校の取扱い.   
本校と分校はそれぞれ独立の１校として扱いますので，本校・分校の別に調査票を作成します。した

がって，分校が調査実施校として指定されず，本校だけが指定された場合は，本校だけの調査票を作成
してください。ここでいう分校とは，年間を通じて分校として設置されている学校をいいます。  

  ２ 幼稚園及び幼保連携型認定こども園の取扱い.   
５歳児（令和７年４月１日現在）のみが対象です。他の年齢を含む混合編成学級であるときも，在籍

する５歳児のみを調査対象者として調査票を作成します。幼保連携型認定こども園については，保育を
要する５歳児（いわゆる２号認定）も調査対象者に含まれます。  

  ３ 義務教育学校の取扱い.   
義務教育学校は次のとおり調査票を作成します。なお，学校の抽出は令和６年度の学校基本調査の結

果に基づいて行われているため，令和６年度において小学校あるいは中学校であった学校が，令和７年
４月１日から同年６月 30 日までの間に義務教育学校に移行する予定である場合も同様とします。 

（１）調査実施校としての指定が「小学校」として行われていた場合 
当該学校の第 1～6 学年の児童についてのみ調査票に入力する（第 7～9 学年の生徒は入力しない）。 

（２）調査実施校としての指定が「中学校」として行われていた場合 
当該学校の第 7～9 学年の生徒についてのみ調査票に入力する（第 1～6 学年の児童は入力しない）。  

  ４ 中等教育学校の取扱い.   
中等教育学校は次のとおり調査票を作成します。なお，学校の抽出は令和６年度の学校基本調査の結

果に基づいて行われているため，令和６年度において中学校あるいは高等学校であった学校が，令和７
年４月１日から同年６月 30 日までの間に中等教育学校に移行する予定である場合も同様とします。 

（１）調査実施校としての指定が「中学校」として行われていた場合 
当該学校の前期課程の生徒についてのみ調査票に入力します（後期課程の生徒は入力しない）。 

（２）調査実施校としての指定が「高等学校」として行われていた場合 
当該学校の後期課程の生徒についてのみ調査票に入力します（前期課程の生徒は入力しない）。  

５ 高等学校及び中等教育学校の後期課程の取扱い.   
全日制・定時制課程併置の高等学校及び中等教育学校の後期課程においては全日制・定時制の課程の

区分をせず，調査票を作成します。なお，次に掲げる生徒は調査対象者から除きます。 
（１）全日制課程及び定時制課程に在籍する満 18歳以上（令和７年４月１日現在の満年齢）の生徒 
（２）通信制課程の生徒  
  ６ 年齢の取扱い.   
    年齢の取扱いは，次表のとおりとします。  

区 分 満年齢 生 年 月 日 の 範 囲 
幼稚園及び幼保連携型認定こども園 ５歳 平成 31年４月２日～ 令和２年４月１日 
小学校及び義務教育学校 
（第１～６学年） 
 
 
 
 

第１学年 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

６ 
７ 
８ 
９ 
10 
11 

平成 30年４月２日～平成 31年４月１日 
29年４月２日～  30年４月１日 
28年４月２日～    29年４月１日 
27年４月２日～    28年４月１日 
26年４月２日～    27年４月１日 
25年４月２日～    26年４月１日 

中学校，中等教育学校の前
期課程及び義務教育学校
（第７～９学年） 

第１(７)学年 
２(８) 
３(９) 

12 
13 
14 

24年４月２日～    25年４月１日 
23年４月２日～    24年４月１日 
22年４月２日～    23年４月１日 

高等学校及び中等教育学
校の後期課程 
 

第１学年 
２ 
３ 

15 
16 
17 

21年４月２日～  22年４月１日 
20年４月２日～  21年４月１日 
19年４月２日～  20年４月１日 

  各調査票に入力する調査対象者数 
区 分 発 育 状 態 調 査 票 健康状態調査票 

幼稚園及び幼保連携型認定こども園(５歳児) ４４人（男女別    各２２人） 全 員 
小学校及び義務教育学校（第１～６学年） ９６人（年齢別男女別 各 ８人） 全 員 
中学校，中等教育学校の前期課程及び義務教育学校（第７～９学年） １２０人（年齢別男女別 各２０人） 全 員 
高等学校及び中等教育学校の後期課程 ９０人（年齢別男女別 各１５人） 全 員 
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 Ⅳ 調査対象者の抽出方法

１ 発育状態調査. 

（１）当該学校の年齢別男女別在学者数が調査対象者数より多い学校の場合
調査対象者は，年齢（学年）別，男女別に抽出しますので，当該学校で通常作成されている名簿等の

順序に従って，次の例のとおり抽出します。ただし，児童等のうち，原級留置等により調査対象年齢と
学年が対応しない児童等がいる場合（「Ⅲ 調査票の作成上の注意」の「６ 年齢の取扱い」（５ペー
ジ）を参照），または疾病その他やむを得ない事由によって６月 30日までに健康診断を受けることの
できなかった，または身長と体重のいずれか一方を測定できなかった児童等がいる場合，調査対象者
から除外してください。

（例） Ａ小学校に都道府県から通知された調査対象者数が，年齢別男女別に各８人計 96人の場合

Ａ小学校第１学年（６歳）男子が 68人在籍していたとする。

68人の在籍者から８人を抽出するために抽出間隔となる数を求める。

68人÷８＝8.5 で，抽出間隔となる数（小数点以下は切り上げる。）は９となる。

この間隔以下の数から一つの数を無作為に選び抽出起番号とする。
この場合，９以下の数から選んだ一つの数（抽出起番号）が３であったとする。
この抽出起番号を第１番目の抽出番号とし，順次これに抽出間隔を加え，第２番目から第８番目ま

での抽出番号を決定する。（第１番目から第８番目の抽出番号の者が調査対象者となる。）
なお，調査対象者数を選びきれなかった場合は，最初に戻り抽出を続ける（25ページ質問１参照）。

第 第 第  第 第 第 第 第
１ ２ ３  ４ ５ ６ ７ ８
番 番 番  番 番 番 番 番
目 目 目  目 目 目 目 目
  ＋９   ＋９   ＋９   ＋９   ＋９   ＋９   ＋９
３･･･････12･･･････21･･･････30･･･････39･･･････48･･･････57･･･････66

（２）当該学校の年齢別男女別在学者数が調査対象者数に等しいかそれより少ない学校の場合
当該年齢（学年）別，男女別の在学者全員を調査対象者とします。ただし，児童等のうち，原級留置

等により調査対象年齢と学年が対応しない児童等がいる場合は，調査対象者から除外してください。
なお，次の例のようにその一部の年齢（学年）別，男女別区分で調査対象者数を超える在学者がいる

場合（網かけ部分）は，当該区分の在学者の中から無作為に抽出してください。
（例）

区 分 在学者数（人）
都道府県から通知さ
れた調査対象者数

調査対象者数（人）

中

学

校

12歳 
（第１学年）

男 ２２

男女別年齢別
各２０人

２０ 
女 ２０ ２０ 

13歳 
（第２学年）

男 １７ １７ 
女 １５ １５ 

14歳 
（第３学年）

男 １８ １８ 
女 １７ １７ 

計 １０９人 １２０人 １０７人 

２ 健康状態調査. 

当該年齢（学年）別，男女別の在学者全員を調査対象者とします。

ただし，原級留置等により調査対象年齢と学年が対応しない児童等がいる場合は除外してください。 
なお，年齢別・男女別の調査対象者数が発育状態調査の調査対象者より少なくなることはありませ

んので注意してください。
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７ 政府統計オンライン調査システムの使用を取りやめる場合 

回答データを送信後，政府統計オンライン調査システムの使用を取りやめ，紙の調査票で提出する
場合は，下の様式を都道府県知事宛てに送付します。

※回答データを送信していない場合は，当該届出書は不要です。

令和７年  月  日

学校保健統計調査オンライン調査システム使用廃止届出書 

（報 告 者）

学校保健統計調査オンライン調査システム使用の廃止について 

 令和７年度学校保健統計調査における学校保健統計調査オンライン調査システムの使用を

廃止したいので届け出ます。

記

所 在 地
（〒 ）

学 校 コ ー ド

学 校 名

担 当 者 氏 名

電 話 番 号
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（様式第１号）

①

⑧ cm ⑫ kg ⑳ ㉔

1 ． ．

2 ． ．

3 ． ．

4 ． ．

5 ． ．

6 ． ．

7 ． ．

8 ． ．

9 ． ． ☎

10 ． ．

11 ． ．

12 ． ．

13 ． ．

14 ． ．

15 ． ．

16 ． ．

17 ． ．

18 ． ．

19 ． ．

20 ． ．

21 ． ．

22 ． ．

(注)　身長，体重は，健康診断票に記載されている計測値について

小数第1位までを，右詰めで記入してください。

cm kg

．

．

．

幼稚園及び
幼保連携型認定こども園

統 計 法 に 基 づ く
基 幹 統 計 調 査

整

理

番

号

女

５ 歳

男

身

長

体

重

身

長

体

重

㊙
都道府県番号 

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

取扱者
氏　名

．

．

．

．

．

この調査は，統計法に基づく基幹統計を作成するために行う調査です。
この調査の対象となった学校の方々には統計法に基づく報告の義務があり，報告の拒否や虚偽報告については罰則があります。
この調査の実施にあたっては，特に必要がある場合には，資料の提出のお願いや関係者の方々への質問を行うことがあります。

令和７年度　学校保健統計調査

発 育 状 態 調 査 票

文　部　科　学　省

市外局番

学 校 名

電話番号

（   - ）
内線

（ ）
（報告義務者）

園長の氏名

⑦③
学校コード

＜ 　　＞

．

5

．

．

統計法に基づく

国の統計調査で

す。調査票情報

の秘密の保護に

万全を期します。

幼稚園

58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



https://www.mext.go.jp/

ID

36

36

45

71


	令和7年度学校保健統計調査の手引（学校用）
	Ⅰ　調査の概要
	Ⅱ　調査票の提出について
	Ⅲ　調査票の作成上の注意
	Ⅳ　調査対象者の抽出方法
	Ⅴ　調査票の作成について
	Ⅵ　よくある質問集
	Ⅶ　政府統計オンライン調査システムの利用方法
	エラー及びワーニング事項一覧
	政府統計オンライン調査システムの使用を取りやめる場合
	発育状態調査票（各学校種）
	健康状態調査票（各学校種）


 
 
    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     シートの余分なスペースをトリミング: はい
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン: 左 36.85, 上 36.85, 右 36.85, 下 36.85 ポイント
     横方向のスペース(ポイント): 36.8504 
     縦方向のスペース(ポイント): 36.8504 
     トンボスタイル 2,幅 0.28,長さ 28.35,距離 8.50(ポイント)
     ページ周囲にフレームを追加: いいえ
     シートサイズ:  200.000 x 200.000 インチ / 5080.0 x 5080.0 mm
     シートの最適化:  縦
     レイアウト: 1列 1行
     調整:  左上
      

        
     D:20250221174944
      

        
     36.8504
     8.5039
     28.3465
     1
     Japanese
     0.2835
     ToFit
     1
     1
     0.7050
     0
     36.8504 
     1
     36.8504
     0
            
       D:20250221174938
       14400.0000
       Maximum
       Blank
       14400.0000
          

     Tall
     2065
     343
     36.8504
     TL
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     36.8504
     1
     2
     1
     0
     36.8504 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus5
     QI+ 5.3n
     QI+ 5
     1
      

        
     1
     1
     915.6908
     669.0208
     915.5533
     668.9208
     72
     72
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
     裁ち落としマージン保持: いいえ
      

        
     D:20250227133030
      

        
     32
            
       D:20250227133026
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     2424
     337
    
     None
     Right
     28.3465
     0.0000
            
                
         Both
         72
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     1.4173
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus5
     QI+ 5.3n
     QI+ 5
     1
      

        
     0
     72
     71
     72
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





